
別
府
歴
史
散
歩
（
一
）

北
石
垣
の
西
域
コ
ー
ス

　
別
府
史
談
会
が
発
足
し
て
、
別
府
市
内
歴
史
探
訪
会
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
第
一
回
は
亀
川
内
竃
方
面
を
実
施
し
、
第
二
回
は
石
垣

原
古
戦
場
の
探
訪
を
計
画
し
た
が
、
雨
で
中
止
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
探
訪
会
が
途
絶
え
て
い
た
が
、
平
成
六
年
、
私
が
探

訪
会
の
担
当
と
な
っ
て
、
再
出
発
し
た
。

　
第
三
回
探
訪
会
は
、
県
の
文
化
課
に
よ
り
鬼
の
窟
古
墳
の
調
査

が
行
な
わ
れ
、
両
古
境
内
に
装
飾
が
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
、

ま
た
、
実
相
寺
古
代
住
居
の
三
回
目
の
復
元
が
完
成
し
た
の
で
、

こ
こ
を
メ
イ
ン
と
し
て
そ
の
周
辺
の
遺
蹟
史
蹟
の
見
学
を
計
画
し
、

五
月
二
十
二
日
に
実
施
し
た
。

　
市
内
探
訪
会
は
、
毎
年
五
月
に
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
探

訪
会
の
資
料
を
「
史
談
」
に
紹
介
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
利
用
に
供

し
た
い
と
考
え
る
。

-

め
は
づ

目
歯
頭
地
蔵

日
名
子
　
洋
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
中
部
地
区
公
民
館
か
ら
北
西
へ
六
〇
な
〕

○
場
所
　
実
相
寺
三
の
四
組

○
目
歯
頭
の
地
名

　
目
歯
頭
の
地
名
は
、
大
字
鶴
見
・
大
字
北
石
垣
に
跨
が
り
境
界

を
挟
ん
で
現
存
し
て
い
る
。
こ
こ
の
地
蔵
堂
は
鶴
見
の
目
歯
頭
で

境
界
線
上
に
あ
る
。
こ
こ
の
道
か
ら
下
は
大
字
北
石
垣
の
目
歯
頭

に
な
る
が
、
下
の
方
の
目
歯
頭
の
一
部
は
住
居
表
示
で
石
垣
西
八

丁
目
と
い
う
町
名
に
な
っ
て
い
る
。

　
目
歯
頭
の
地
名
は
身
体
の
一
部
を
表
現
し
て
い
る
が
、
、
国
東

町
（
旧
小
原
村
）
で
は
メ
ハ
ズ
と
片
仮
名
書
き
で
、
挟
間
村
（
旧

高
崎
村
）
で
は
女
狐
と
表
現
さ
れ
一
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
地
形
を
示
し
た
地
名
と
考
え
る
。

○
地
蔵
板
碑

-
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こ
の
石
殿
（
総
高
一
五
三
ｒ
）
、
中
の
本
尊
（
四
体
）
は
板
碑

（
高
六
〇
Ｐ
’
・
幅
五
七
Ｆ
・
奥
行
一
八
Ｆ
）
で
浮
彫
り
に
さ
れ
て

い
る
。
た
ぶ
ん
六
地
蔵
信
仰
が
後
年
に
も
た
ら
さ
れ
、
何
か
の
理

由
で
向
っ
て
右
側
の
二
体
が
切
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
平
安

後
期
の
作
と
い
わ
れ
る
が
、
学
術
的
に
は
確
定
し
て
い
な
い
。

●
六
地
蔵
信
仰
　
地
蔵
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・

　
天
上
と
六
道
の
衆
生
を
救
済
す
る
も
の
と
さ
れ
、
室
町
期
よ
り

　
六
道
に
一
体
ず
つ
配
し
た
六
地
蔵
信
仰
が
盛
ん
と
な
っ
た
。

　
市
内
に
は
、
赤
松
石
瞳
（
市
指
定
有
形
文
化
財
）
や
長
松
寺
の

山
門
横
の
六
地
蔵
石
憧
な
ど
が
あ
る
が
、
板
碑
型
は
珍
し
い
存
在

で
あ
る
。
境
内
に
多
く
あ
る
五
輪
塔
は
、
地
元
の
無
縁
塔
が
逐
次

に
集
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
地
蔵
の
祭
日

　
こ
の
地
蔵
尊
は
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
、
毎
年
八
月
二
四
日
の
地

蔵
盆
の
日
に
地
蔵
講
が
催
さ
れ
、
青
年
団
が
あ
っ
た
時
は
小
字
荒

屋
敷
の
製
麺
所
か
ら
ヤ
セ
ウ
マ
を
仕
人
れ
て
、
こ
れ
を
お
接
待
と

し
て
い
た
が
、
地
元
の
青
年
団
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
減
少
に
よ
り
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廃
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

●
往
還

　
目
歯
頭
地
蔵
の
下
の
東
西
の
道
路
を
通
称
で
「
往
還
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
道
（
一
、
八
似
）
は
幕
末
ま
で
は
、
豊
前
（
小

倉
）
街
道
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　
明
治
政
府
は
、
道
路
を
往
還
と
道
と
路
の
三
種
に
区
分
し
た
。

こ
の
街
道
（
二
等
往
還
・
日
暮
庵
～
境
川
小
～
鶴
見
ケ
丘
高
～
目

歯
頭
～
実
相
寺
遺
蹟
～
新
別
府
橋
下
～
別
府
大
学
上
を
経
由
）
は

国
際
観
光
港
道
路
カ
ー
ブ
点
・
春
木
川
畔
の
左
岸
・
別
府
大
学
西

の
三
地
点
で
説
明
す
る
が
、
平
田
～
野
日
間
を
結
ぶ
江
戸
時
代
の

主
要
道
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
九
年
に
旧
国
道
が
開
通
し
、
昭
和
に
海
岸
線
に

国
道
十
号
線
が
開
通
さ
れ
、
こ
の
百
年
間
の
道
路
の
変
遷
が
実
感

さ
れ
る
。

一

一

三ふ

飢

社や

○
場
所
　
実
相
寺
三
の
二
組

〔
目
歯
頭
よ
り
北
西
三
七
〇
似
〕

○
三
島
社
の
由
緒

　
三
島
社
の
由
緒
書
き
は
、
過
去
の
戦
禍
で
古
文
書
が
消
滅
し
た

の
で
創
建
は
不
祥
。
又
、
江
戸
期
の
灯
篭
の
寄
進
者
は
原
中
村
庄

屋
で
あ
り
、
同
村
の
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
、
更
に
地
元
有
志
の
家

系
図
で
は
享
保
二
二
八
〇
二
）
年
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）

年
に
そ
れ
ぞ
れ
三
島
社
改
築
の
記
録
が
あ
る
。

　
祭
神
は
、
三
島
社
は
大
山
積
命
で
、
摂
社
と
し
て
水
神
社
（
竜

神
）
は
、
弥
都
波
酒
売
命
（
み
ず
は
め
の
み
こ
と
）
で
あ
る
。

○
三
島
社
の
祭
日

　
祭
日
は
、
春
が
三
月
二
六
日
、
夏
が
七
月
｝
七
日
、
冬
が
二
Ｉ

月
三
日
で
、
水
神
社
の
祭
日
は
七
月
一
七
日
で
あ
る
。

○
三
島
社
の
社
名
説

　
河
野
氏
の
氏
神
（
隣
接
町
村
で
は
山
香
町
・
立
石
の
三
島
社
や

同
町
山
浦
の
三
島
社
な
ど
）
説
と
、
こ
の
鶴
見
が
江
戸
期
に
豊
後

森
藩
の
所
領
で
あ
っ
た
の
で
久
留
島
藩
の
先
祖
（
伊
像
河
野
家
）

の
守
護
神
・
三
島
社
（
明
治
三
九
年
の
神
社
合
祀
令
に
よ
り
大
正

元
年
八
月
二
日
に
火
男
火
売
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
鶴
見
・
照
湯
の

三
島
社
の
例
）
の
二
説
が
あ
る
。
な
お
、
三
島
神
の
家
紋
は
久
留

鳥
藩
主
と
同
じ
ナ
ン
キ
ン
で
あ
る
。

-
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○
無
格
社
の
維
持

　
明
治
六
年
に
旧
格
村
社
（
鶴
見
で
は
郷
社
火
男
火
売
神
社
）
が

一
村
一
社
で
指
定
さ
れ
、
更
に
無
格
社
（
鶴
見
で
は
角
田
の
稲
荷

社
・
照
湯
の
三
島
社
・
竹
ノ
内
の
秋
葉
社
の
三
社
）
が
明
治
三
九

年
の
神
社
合
祀
令
の
影
響
で
強
制
的
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
こ
こ
の

小
字
下
森
山
の
三
島
社
だ
け
が
存
続
し
た
。

　
一
般
的
に
は
、
経
済
的
理
由
（
神
職
の
存
在
・
社
殿
の
維
持
修

理
）
と
信
仰
の
対
象
（
水
源
祈
願
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
三

島
社
の
場
合
は
、
大
正
年
間
の
合
祀
危
機
や
戦
後
の
農
地
法
に
よ

る
自
作
農
創
設
（
社
有
田
の
強
制
買
収
）
に
も
耐
え
ら
れ
た
の
は
、

実
相
寺
山
の
山
麓
一
帯
の
湧
水
源
に
関
連
し
た
信
仰
に
支
え
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
。

○
湧
水
池
と
公
民
館

　
社
殿
の
南
側
に
実
相
寺
町
公
民
館
か
お
る
が
、
こ
こ
は
湧
水
池

（
中
央
の
岩
上
に
水
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
た
）
を
埋
め
立
て
、
民

有
地
と
併
せ
て
公
民
館
（
広
さ
一
五
六
平
方
な
）
が
昭
和
四
四
年

に
新
築
さ
れ
た
。
明
神
川
の
水
源
（
三
島
明
神
）
と
し
て
流
域
の

南
須
賀
地
方
（
井
田
・
是
定
の
両
集
落
）
の
農
家
を
含
め
た
水
利

組
合
が
運
営
さ
れ
た
。
し
か
し
、
石
垣
第
二
区
画
整
理
事
業
の
進

行
と
伴
に
水
田
が
宅
地
化
し
た
こ
と
が
遠
因
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
水
神
社
は
平
成
四
年
十
一
月
に
付
近
で
復
元
さ
れ
た
。

●
三
島
社
の
奇
水
（
半
夏
水
）

　
実
相
寺
山
麓
東
側
は
隣
接
の
他
の
扇
状
地
地
形
と
違
っ
て
、
水

源
は
年
間
湧
出
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
期
間
は
苗
代
期
（
五
月
）

か
ら
十
二
月
迄
と
限
ら
れ
て
い
て
、
他
の
月
々
は
渇
水
期
と
な
る

こ
と
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
市
内
の
水
不
足
の
年
は
明

神
川
流
域
の
田
植
え
が
終
わ
る
の
を
渇
水
期
の
目
途
に
さ
れ
て
い

た
。
市
街
地
が
進
む
現
在
で
は
認
識
さ
れ
難
い
が
、
水
神
の
信
仰

が
こ
の
三
島
社
に
こ
め
ら
れ
た
意
義
が
理
解
で
き
る
。

三
　
行
部
川
の
挽
神
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
島
社
よ
り
北
西
へ
七
〇
似
〕

○
場
所
　
実
相
寺
二
の
一
組

　
三
島
社
と
同
じ
く
「
字
下
森
山
」
で
あ
り
、
道
を
隔
て
て
「
市

の
原
」
と
の
間
に
行
部
川
が
流
れ
て
い
る
。
晩
神
様
は
、
こ
の
川

左
岸
の
道
上
に
あ
っ
た
の
が
、
里
道
の
拡
幅
で
現
在
地
に
移
転
さ
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れ
た
。
な
お
、
「
小
字
行
部
・
行
部
川
」
の
地
名
は
こ
こ
か
ら
二

百
似
下
流
に
あ
る
。

　
こ
の
行
部
川
の
湧
水
源
は
上
大
畑
で
、
冷
川
の
湧
水
源
は
馬
場

の
「
小
字
水
車
」
と
な
っ
て
い
る
。

○
吃
神
祠
の
由
緒

　
普
通
の
神
社
の
拝
殿
は
、
無
格
社
の
場
合
は
銅
葺
屋
根
か
石
殿

型
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
板
碑
（
高
九
九
ｒ
・
帽
八
〇
ｒ
・
奥
行
二

三
節
・
石
材
安
山
岩
）
が
露
出
し
て
、
大
変
に
素
朴
で
あ
る
。
ま

た
、
祭
神
も
祭
日
も
不
祥
。
由
緒
に
関
す
る
伝
承
も
殆
ど
残
っ
て

い
な
い
。

●
吃
取
り
祈
願
と
風
習

　
こ
こ
の
暁
神
様
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
比
取
り
の
風
習

（
祈
願
者
の
年
令
の
数
の
小
石
を
祠
に
載
せ
る
）
で
あ
る
。

　
比
と
い
っ
て
も
目
叱
か
ら
手
の
甲
迄
と
千
差
万
別
で
あ
る
が
、

素
朴
な
素
人
治
療
も
し
な
い
で
祈
願
す
れ
ば
治
る
と
伝
承
さ
れ
て

い
る
。
市
内
の
農
村
部
で
は
戦
前
は
、
茄
子
を
半
分
に
切
っ
て
比

に
擦
る
と
か
、
カ
タ
バ
ミ
を
拙
鉢
で
粉
に
し
て
比
に
擦
り
付
け
る

と
か
の
風
習
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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四
　
実
相
寺
遺
蹟
と
復
元
住
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
比
神
様
か
ら
北
西
に
七
〇
似
〕

○
場
所
　
春
木
五
の
二
組

○
次
郎
塚
・
太
郎
塚
・
（
鷹
の
塚
）
古
墳

　
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
の
古
墳
で
あ
る
。

　
太
郎
塚
か
ら
出
土
し
た
と
い
わ
れ
る
唐
草
文
通
彫
鏡
板
（
馬
具

で
轡
先
の
の
金
具
）
は
、
外
縁
は
金
具
で
鋲
止
を
し
て
、
金
銅
製

の
華
麗
な
仕
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
美
術
的
に
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。

六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
立
美
術
館
蔵
）

●
古
代
住
居
復
元

　
昭
和
二
八
年
よ
り
ご
二
年
に
か
け
れ
て
の
国
際
観
光
道
路
建
設

工
事
の
時
に
発
見
さ
れ
た
住
居
祉
を
、
復
元
し
た
も
の
で
、
県
下

で
も
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
竪
穴
式
（
西
側
）
と
平
地
式
（
東
側
）
が
二
棟
あ
る
。
時
代
は

い
ず
れ
も
弥
生
式
文
化
時
代
で
、
吉
野
ケ
里
遺
蹟
と
同
時
代
の
も

の
で
あ
る
。

国際観光道路工事遺蹟図
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五
　
ホ
ル
ト
の
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
実
相
寺
遺
蹟
よ
り
北
西
四
〇
〇
な
〕

○
場
所
　
中
須
賀
七
組

○
市
指
定
保
護
樹

　
春
木
川
流
域
に
発
達
し
た
自
然
林
を
構
成
す
る
樹
木
で
、
今
で

は
屋
敷
林
の
一
部
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ル
ト
ノ
キ
は
二

樹
あ
っ
て
、
一
樹
は
胸
高
幹
囲
二
四
五
節
・
樹
高
約
一
五
似
、
そ

の
西
側
に
一
樹
あ
っ
て
胸
高
幹
囲
一
八
五
似
・
樹
高
約
一
八
錨
、

西
に
出
た
枝
が
切
ら
れ
樹
形
が
少
し
損
な
わ
れ
て
い
る
。
東
側
の

樹
の
枝
張
り
は
、
東
八
、
五
似
・
西
七
、
三
む
・
南
七
、
〇
・
北

八
、
五
錨
で
樹
形
が
整
い
樹
勢
も
盛
ん
で
あ
る
。

六
　
中
須
賀
旧
往
還
春
木
川
畔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ホ
ル
ト
ノ
キ
よ
り
北
西
ヘ
ー
三
〇
な
〕

○
場
所
　
中
須
賀
元
町
五
の
ニ
組

○
春
木
川
の
急
カ
ー
ブ
点

　
春
木
川
は
、
国
際
観
光
道
路
の
新
別
府
橋
ま
で
の
上
流
は
緩
や

か
な
カ
ー
ブ
で
谷
が
深
く
堤
防
が
な
い
地
形
で
あ
る
が
、
こ
の
地

点
か
ら
大
き
く
東
南
に
カ
ー
ブ
し
、
春
木
橋
（
旧
国
道
）
付
近
か

ら
谷
が
な
く
な
り
堤
防
が
必
要
と
な
る
地
形
で
あ
る
。

　
な
お
、
東
南
に
斜
降
す
る
川
筋
は
石
坂
東
十
丁
目
六
番
の
北
西

端
（
旧
小
字
九
日
田
）
で
、
こ
こ
か
ら
海
岸
線
ま
で
川
筋
が
一
直

線
と
な
る
。

○
往
還
筋
は
こ
こ
の
川
を
川
底
ま
で
下
っ
て
川
中
を
渡
渉
し
て
い

た
。
こ
こ
は
、
「
小
字
向
の
原
」
と
「
小
字
元
林
」
の
境
で
、
こ

の
間
の
里
道
を
別
府
大
学
の
上
ま
で
を
経
由
し
て
豊
前
街
道
（
往

還
）
が
通
っ
て
い
た
。

●
大
字
境
界

　
こ
こ
か
ら
大
石
迄
の
道
が
「
大
字
鶴
見
」
と
「
大
字
北
石
垣
」

の
大
字
境
で
あ
る
。
道
の
下
は
「
小
字
元
林
」
で
道
の
上
は
「
小

字
下
田
井
」
で
あ
る
。

七
　
大
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
中
須
賀
旧
往
還
よ
り
北
西
ヘ
ー
三
〇
似
〕

○
場
所
　
桜
ケ
丘
八
の
一
組
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●
巨
石
信
仰

　
市
内
の
丘
陵
部
に
は
乙
原
の
立
石
山
や
、
野
田
の
姫
山
の
両
メ

ン
ヒ
ル
が
あ
る
。
又
、
市
内
の
扇
状
地
部
で
は
、
こ
の
大
石
や
、

朝
見
の
鬼
面
石
や
、
扇
山
の
尖
り
石
が
有
名
で
あ
る
。

○
道
標

　
こ
の
大
石
は
、
鉄
輪
と
平
田
と
中
須
賀
と
の
道
路
の
三
叉
路
に

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
下
の
ワ
ク
ド
石
（
別
府
大
学
角
）
や
、
一
本

松
（
旧
国
道
の
平
田
橋
詰
）
や
銭
瓶
石
（
浜
脇
の
銭
瓶
峠
）
な
ど

は
交
差
点
に
あ
る
。
道
標
は
大
き
く
て
、
遠
く
か
ら
見
え
る
対
象

物
（
自
然
石
・
加
工
石
・
樹
木
）
が
多
い
。
こ
の
大
石
は
一
番
大

き
い
自
然
石
で
あ
る
。
現
在
で
は
家
が
建
て
込
ん
で
市
道
・
照
波

園
平
田
線
か
ら
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
か
つ
て
、
大
石
の
上
に
は
小
さ
な
石
殿
が
あ
り
「
大
将
軍
祠
」

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

●
加
藤
翁
頌
顕
碑

　
加
藤
新
平
は
南
鉄
輪
村
の
与
頭
で
、
現
在
の
鉄
輪
温
泉
常
盤
屋

の
先
祖
で
あ
る
。
文
化
こ
一
年
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
金
太
郎
と
い
っ

た
。
教
養
も
深
く
書
画
を
好
み
「
直
村
」
・
「
鼎
山
」
と
号
し
た
。

ま
た
、
俳
号
を
「
秋
波
」
と
称
し
点
茶
・
生
花
の
素
養
も
あ
っ
た
。

　
新
平
は
南
鉄
輪
村
の
与
頭
（
組
頭
）
を
長
年
努
め
、
庄
屋
邨
彦

を
よ
く
補
佐
し
た
。
維
新
後
は
南
鉄
輪
村
の
保
長
と
な
り
、
の
ち

邨
彦
に
代
わ
り
副
戸
長
・
戸
長
を
努
め
た
。

　
当
時
、
南
鉄
輪
村
・
平
田
村
・
北
石
垣
村
の
三
村
の
分
岐
点
で

あ
っ
た
大
石
付
近
（
桜
ケ
丘
地
区
）
は
交
通
の
難
所
で
あ
っ
た
。

戸
長
新
平
は
私
財
を
投
じ
て
道
路
の
拡
幅
工
事
を
行
な
い
交
通
の

便
を
図
っ
た
。
大
石
の
傍
ら
に
建
つ
顕
碑
は
そ
の
功
績
を
讃
え
て

い
る
。

●
松
本
井
路
と
湯
川
原
井
堰

　
大
石
の
下
の
市
道
・
照
波
園
平
田
川
線
の
南
側
に
沿
っ
て
松
本

井
路
が
あ
る
。
昭
和
三
五
年
頃
か
ら
高
度
成
長
に
よ
り
、
田
園
が

徐
々
に
都
市
化
し
た
の
で
、
今
で
は
排
水
路
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　
春
木
川
右
岸
の
南
須
賀
・
春
木
地
域
が
湧
水
に
頼
っ
て
い
た
の

に
比
べ
る
と
、
春
木
川
左
岸
の
中
須
賀
・
上
人
地
区
は
殆
ど
が
井

堰
に
よ
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
一
番
大
き
な
水
路
が
こ
の
松

本
水
路
で
あ
る
。
こ
の
水
源
は
こ
の
三
叉
路
か
ら
平
田
川
を
二
百

似
程
上
が
っ
た
箇
所
に
あ
る
。
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な
お
、
こ
の
「
大
字
境
」
は
四
つ
の
大
字
（
北
石
垣
・
亀
川
・

鉄
輪
・
鶴
見
）
の
接
点
に
な
り
「
大
字
北
石
垣
・
小
字
湯
川
原
」

は
平
田
川
を
挟
ん
で
長
三
角
形
（
舌
状
）
型
に
突
出
し
て
い
る
。

こ
れ
は
境
川
と
同
様
に
水
利
権
の
関
係
で
突
出
し
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
春
木
川
の
大
字
境
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。

●
湯
川
原
と
温
泉

　
北
石
垣
の
自
噴
温
泉
は
小
字
地
名
（
「
小
字
湯
川
原
」
と
「
小

字
汐
湯
」
）
が
示
す
よ
う
に
、
湯
川
原
井
堰
の
左
岸
に
共
同
の
温

泉
（
自
噴
）
が
あ
っ
た
。
戦
前
の
南
須
賀
や
春
木
の
人
々
は
、
五

右
衛
門
風
呂
を
各
戸
ご
と
に
沸
か
し
て
い
た
が
、
中
須
賀
の
人
々

は
こ
の
湯
川
原
温
泉
を
利
用
し
て
い
た
。
－
別
府
市
へ
合
併
条
件
の

一
つ
と
し
て
、
市
有
の
十
万
地
獄
源
泉
の
引
湯
を
利
用
し
て
、
北

石
垣
の
各
地
に
区
営
温
泉
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

八
　
ワ
ク
ド
石

〔
大
石
よ
り
北
西
へ
二
Ｉ
○
似
〕

○
場
所
　
上
人
西
六
の
一
組

　
ワ
ク
ド
石

　
こ
の
石
の
呼
び
名
「
ワ
ク
ド
」
と
は
豊
後
の
方
言
で
、
「
蛙
」

の
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は

所
有
者
の
自
費
に
よ
り
、
毎
年
二
月
に
神
式
で
祈
願
し
て
い
る
。

●
自
然
石
と
道
標

　
ワ
ク
ド
石
は
、
自
然
石
の
ま
ま
で
人
が
整
形
し
た
あ
と
が
見
ら

れ
ず
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
な
お
、
県
道
・
別
府
田
代
線
（
浜
脇

河
内
）
に
あ
っ
た
「
尖
り
石
」
が
拡
幅
に
伴
い
、
消
失
し
て
し
ま
っ

た
の
で
是
非
残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
ど
の
地
点
は
、
市
道
・
照
波
園
平
田
川
線
と
の
三
叉
路
で
、
幕

末
ま
で
は
豊
前
街
道
の
「
四
辻
」
で
あ
っ
た
の
で
、
道
標
と
し
て

人
々
に
ワ
ク
ド
石
と
呼
ば
れ
親
し
い
目
印
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

●
円
通
廃
寺
伝
説
「
小
字
円
通
寺
」

　
空
也
上
人
の
ゆ
か
り
の
円
通
廃
寺
は
昭
和
三
年
に
上
人
ケ
浜
公

園
西
北
角
に
記
念
碑
が
設
置
さ
れ
、
お
堂
が
同
公
園
北
海
岸
部
に

建
設
さ
れ
た
が
昭
和
六
二
年
空
き
家
に
な
っ
た
。
学
術
的
な
遺
構
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や
出
土
品
の
発
掘
は
な
い
。
そ
の
御
本
尊
は
中
須
賀
の
曹
源
寺
に

預
託
さ
れ
て
い
る
。

　
地
名
の
「
小
字
円
通
寺
」
は
、
こ
の
ワ
ク
ド
石
か
ら
別
府
大
学

西
側
の
ラ
イ
ン
（
旧
往
還
）
の
東
二
百
錨
の
一
帯
が
、
円
通
廃
寺

の
可
能
性
が
あ
る
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

○
円
通
寺
遺
蹟

　
昭
和
二
四
年
に
鶴
見
丘
高
校
の
部
活
の
史
学
部
の
生
徒
が
、

「
小
字
円
通
寺
六
二
番
地
」
（
現
在
別
府
大
学
校
内
）
で
組
合
せ
石

棺
を
発
掘
し
た
。
こ
れ
は
、
次
郎
太
郎
塚
よ
り
鬼
の
岩
屋
ラ
イ
ン

の
古
墳
群
は
そ
の
中
間
に
旧
往
還
を
上
下
し
て
実
相
寺
遺
蹟
・
円

通
寺
遺
蹟
と
連
続
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

●
平
田
川
急
折
地
形

　
平
田
川
は
「
大
字
鶴
見
・
大
字
鉄
輪
」
の
間
の
上
流
を
八
川
と

い
う
が
、
大
石
で
は
春
木
川
と
の
距
離
が
百
五
十
な
と
急
接
近
し

て
い
る
。
境
川
と
板
地
川
の
例
の
よ
う
に
合
流
し
て
も
よ
い
地
形

で
あ
る
。
そ
れ
が
岩
盤
の
関
係
か
、
又
、
ワ
ク
ド
石
の
よ
う
な
巨

岩
を
内
蔵
し
た
地
層
が
台
風
の
よ
う
な
激
流
を
跳
ね
返
し
て
い
る

の
か
。
今
後
の
学
術
的
な
研
究
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
地
形
と
し
て
は
、
ワ
ク
ド
石
か
ら
大
き
く
北
東
ヘ
カ
ー
ブ
し
て

海
岸
線
（
市
姫
神
社
～
春
木
川
公
園
の
間
）
で
は
、
一
、
八
五
。
・

も
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
上
人
が
浜
に
砂
が
な
く
小
石
の
多

い
海
浜
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
磯
や
瀬
に
棲
息
す
る
根
付
魚
に

不
利
な
海
底
条
件
を
形
成
し
て
、
北
石
垣
の
浜
に
漁
業
が
育
た
な

い
影
響
を
形
成
し
た
よ
う
に
思
え
る
。

●
大
字
境
界

　
ワ
ク
ド
石
と
隣
接
す
る
別
府
大
学
体
育
館
と
の
間
が
「
大
字
北

石
垣
・
小
字
円
通
寺
」
と
「
大
字
亀
川
・
小
字
論
田
」
と
の
大
字

境
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
平
田
川
筋
か
ら
離
れ
て
上
人
小
学
校
校
庭

北
側
～
平
田
天
満
社
の
南
側
～
北
部
地
区
公
民
館
北
側
へ
の
ラ
イ

ン
と
大
字
境
は
斜
行
し
て
い
た
。
な
お
、
昭
和
四
一
年
度
に
住
居

表
示
で
、
新
町
名
（
照
波
園
・
平
田
町
）
の
財
産
表
示
（
番
地
は

従
前
の
番
地
）
と
な
つ
た
の
で
、
大
字
境
は
消
滅
し
た
。

九
　
鬼
の
岩
屋
古
墳
　
（
国
指
定
文
化
財
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ワ
ク
ド
石
よ
り
北
西
へ
四
五
〇
な
〕
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心

L－j_J“

鬼の岩屋１号填石室実測（賀川光夫報告書より）

鬼の岩屋第２号墳Ｅ宜実測図｛真野和夫報告1｝より）

鬼の岩屋第１号古墳（別府市教育委員会）
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場
所
　
上
人
西
一
四
組

築
造
年
代
　
六
世
紀
末
（
推
定
）

●
一
号
墳
　
石
室
は
羨
道
・
前
室
・
玄
室
か
ら
な
り
、
各
室
と
も

　
安
山
岩
の
巨
岩
を
組
み
合
せ
て
造
ら
れ
て
い
る
。
内
部
に
朱
が

　
塗
ら
れ
て
い
た
。
前
室
に
は
鋸
歯
文
が
残
る
装
飾
古
墳
で
あ
る

●
二
号
墳
　
奥
行
約
八
似
　
羨
道
・
玄
室
の
二
室
か
ら
な
る
。
玄

　
室
の
天
井
の
高
さ
約
四
似
　
円
形
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
玄
室
内
の
合
邦
の
前
面
に
装
飾
ら
し
き
も
の
が
あ
る
。

鬼
の
岩
屋
（
唐
橋
世
済
著
「
漉
秋
風
上
記
」
や
佐
藤
鶴
谷
著
「
豊

　
　
　
　
　
後
史
跡
考
」
も
古
墳
説
を
と
り
、
小
浦
村
の
脇
蘭
室

　
　
　
　
　
も
次
の
記
録
が
あ
る
。
）

此
石
垣
の
民
家
の
後
に
、
鬼
の
窟
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
外
よ
り
見

れ
ば
唯
の
竹
樹
あ
る
阜
の
如
く
、
近
く
立
ち
寄
れ
ば
、
巨
石
を
た
ｘ

み
て
、
門
戸
の
如
き
あ
り
。
矩
火
を
執
て
入
る
に
、
石
窟
を
構
え

成
し
て
、
凡
数
十
人
を
坐
せ
し
む
べ
し
。
高
さ
も
大
概
径
の
丈
尺

に
ひ
と
し
か
る
べ
く
、
上
を
覆
た
る
石
は
平
な
る
大
石
を
並
べ
て
、

人
力
に
は
あ
た
ふ
ま
じ
と
見
ゆ
る
者
な
り
。
是
を
男
鬼
の
官
と
す
。

女
鬼
の
窟
も
相
並
で
在
り
、
石
門
の
狭
陰
な
る
よ
り
入
る
に
、
二

室
あ
り
、
奥
な
る
方
柏
広
く
し
て
、
一
石
淋
を
側
立
、
土
俗
是
を

女
鬼
の
産
豪
と
云
傅
ふ
。
何
の
世
に
造
り
、
何
の
用
な
る
事
を
知

る
も
の
な
し
。
上
代
穴
居
の
遺
物
に
や
、
成
人
の
説
は
、
古
昔
豪

酋
を
葬
た
る
石
窟
な
ら
ん
と
云
う
、
女
官
の
中
の
石
淋
は
石
棺
な

る
か
も
し
ら
ず
。
上
国
に
も
西
州
に
も
か
ｘ
る
類
い
あ
り
て
、
石

窟
と
云
傅
る
者
聞
か
ば
、
さ
に
非
ず
と
も
云
い
が
た
し
。

一
〇
　
上
人
小
学
校
の
タ
ブ
の
木

　
場
所
　
上
人
小
学
校
後
庭

　
市
指
定
保
護
樹

　
昭
和
五
五
年
七
月
指
定

　
校
庭
の
鬼
の
岩
屋
一
号
古
墳
の
南
西
側
に
あ
る
立
木
で
あ
る
。

巨
木
は
少
な
い
が
、
樹
種
が
古
壇
上
の
も
の
と
共
通
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
世
代
は
代
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
古
墳
時
代

か
ら
続
い
て
き
た
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　
●
タ
ブ
の
キ
　
　
　
●
ク
ス
ノ
キ
　
　
　
　
●
エ
ノ
キ

　
●
ア
ラ
カ
シ
　
　
　
●
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
　
　
●
ホ
ル
ト
ノ
キ
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